
Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

17 － 31
28 － 21
25 － 12
34 － 22

－

福岡 千葉
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 11 0 4 3 1 6 1 4 * (C) 19 1 6 4 4 3 1

5 2 0 1 0 5 0 1 5 * 17 3 3 2 4 1 1

6 * 6 0 3 0 3 1 2 6 - - - - - - -

7 4 0 2 0 0 0 0 7 * 15 1 5 2 3 9 2

8 0 0 0 0 0 0 0 8 * 7 0 3 1 0 3 0

9 * 20 3 5 1 1 4 1 9 - - - - - - -

10 31 2 12 1 1 8 4 10 - - - - - - -

11 * 26 0 11 4 1 6 1 11 * 20 2 5 4 2 5 0

12 4 0 2 0 0 0 0 12 2 0 1 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0 0 13 2 0 0 2 0 0 0

14 * 0 0 0 0 1 1 0 14 4 0 1 2 1 6 0

0 0

104 5 40 9 13 26 10 86 7 24 17 14 27 4

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

福岡 千葉104 86

2014年10月20日(月) 会場： 長崎県立総合体育館10:00

少年男子３回戦

主審

副審

○ ●山内　俊幸（愛知）

原田　拓朗（鹿児島）

井手 優希

選　手　氏　名

鳥羽 陽介

武藤 海斗

No. 20A-1 日時：

選　手　氏　名

濱田 健太

秋山 皓太

合計

戦　　評

記載者 田代　秀憲 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

林 祐太郎

工藤 卓哉

津山 尚大

牧 隼利

増田 啓介

河野 佑太

張 効広

鶴巻 啓太

野口 夏来

コーチコーチ 井手口 孝

戸田 貫太

杉田 涼

平良 彰吾

青木 太一

岡野 直樹

川島 翔吾

川上 海斗

稲野辺 聡

井口 仁

１Ｑ、両チームマンツーマンでスタート。硬さが見られる福岡県に対し、千葉県＃７のシュートから試合が始ま

る。残り５分千葉県＃７、＃８、＃１１の連続シュートで１２点リード。たまらず福岡県タイムアウト。その後も千

葉県の攻撃が続き残り３分千葉県＃５、＃１１の３Ｐシュートなどで得点を重ねる。対する福岡県はゾーンプレ

スで対抗するが千葉県の勢いは止らず、３１－１７千葉県リード。

２Ｑ、互いに点の取り合いとなるが、残り３分福岡県＃９のスティールから流れが福岡県に傾き、さらにゾーン

プレスからの得点などで、前半を福岡県が７点差に詰めて折り返す。

３Ｑ、残り６分福岡県＃１０のドライブ、ミドルシュートが決まり逆転し、福岡県３点リード。たまらず千葉県タイ

ムアウト。流れを変えたい千葉県はゾーンで対抗。その後一進一退の攻防が続くが、福岡県＃９の連続

シュートで７０－６４福岡県リードで終了。

４Ｑ、開始１分、福岡県＃９の３Ｐ、＃７のレイアップで得点。千葉県タイムアウト。千葉県はマンツーマンに変

え流れを掴みたいが、＃４、＃６、＃１１の活躍などで冷静にゲームをコントロールした福岡県が１０４－８６で

勝利した。観客を魅了した両チームの健闘をたたえる拍手が会場中に沸き起こった。
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Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

24 － 23
21 － 14
24 － 19
22 － 32

－

山形 沖縄
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 (C) 0 0 0 0 1 0 0 4 * (C) 11 0 5 1 4 7 7

5 * 8 0 4 0 2 1 2 5 2 0 0 2 2 1 1

6 * 24 3 6 3 4 3 2 6 * 12 0 6 0 0 0 1

7 * 24 0 11 2 2 12 1 7 * 12 0 5 2 2 5 1

8 * 12 0 6 0 0 4 1 8 * 14 2 4 0 2 3 0

9 - - - - - - - 9 5 1 1 0 0 2 1

10 10 0 4 2 3 3 1 10 - - - - - - -

11 - - - - - - - 11 2 0 1 0 0 0 0

12 6 0 3 0 1 1 0 12 * 4 0 1 2 2 5 2

13 * 7 1 2 0 3 3 1 13 7 1 2 0 1 2 1

14 0 0 0 0 0 1 0 14 19 0 8 3 0 5 1

0 0

91 4 36 7 16 28 8 88 4 33 10 13 30 15

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

山形 沖縄91 88

2014年10月20日(月) 会場： 長崎県立総合体育館11:45

少年男子３回戦

主審

副審

○ ●甲斐　清（鳥取）

寺田　祥（長崎）

熊澤 圭祐

選　手　氏　名

前田 悟

髙橋 丈一郎

No. 20A-2 日時：

選　手　氏　名

大戸 克俊

會田 遼太

合計

戦　　評

記載者 宮川　剛 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

ﾃﾞﾙﾍﾟﾗﾙ 健二

比嘉 崇光

髙橋 史弥

工藤 直人

仁藤 洸太

尾形 祐甫

三浦 望

前本 理央

岸 隼杜

コーチコーチ 細谷 尚寿

税所 寛

武富 海志

大城 颯野

城間 銀次郎

鈴木 龍雄

下地 敦之

稲福 尚道

井上 公男

比嘉 ｱﾝﾄﾆｰ健

３回戦、山形県対沖縄県。１Ｑ、山形県はオールコートマンツーマン、沖縄県はハーフコートマンツーマンでスタート。

１Ｑ、山形県は＃７、＃８のゴール下のシュートを中心に高さを生かし得点を重ねる。対して沖縄県は速攻を中心に

速い展開で＃４、＃８が得点をし、１Ｑを２４－２３と互角の戦い。２Ｑ、山形県は激しいディフェンスからリズムを掴

むと、＃７のシュート、＃１３の３Ｐが決まり、沖縄県との点差を徐々に広げる。沖縄県は残り４分タイムアウトで流れ

を切りたいが、山形県はその後も＃７のリバウンドシュートなどが決まり、前半を４５－３７と山形県リードで折り返す。

３Ｑ、点差を詰めたい沖縄県は速いパス回しから得点。しかし、山形県は＃５、＃６のドライブインやオフェンスリバ

ウンドからの得点で点差を広げる。４Ｑ、点差を詰めたい沖縄県はオールコートマンツーマンでプレッシャーをかけ

勢いに乗り、速攻を次々と決める。そして残り４分で逆転に成功。その後凌ぎ合いが続くが、山形県は＃６の速攻、

＃１０がフリースローを冷静に決め、残り１分８４－８１で山形県リード。終盤、沖縄県＃１４のドライブイン、フリース

ローで逆転するも、山形県＃１０が難しいシュートを決め、９１－８８で山形県が逃げ切った。沖縄県の小さいながら

もスピードあるプレイと巧みな個人技は特筆すべきものがあった。
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Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

23 － 19
22 － 22
20 － 32
28 － 28

－

秋田 長野
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 26 2 5 10 2 5 6 4 * (C) 19 1 7 2 3 4 4

5 - - - - - - - 5 * 9 0 2 5 4 8 0

6 * 15 0 7 1 2 14 2 6 11 1 2 4 2 0 0

7 * 10 1 3 1 4 1 6 7 - - - - - - -

8 0 0 0 0 0 1 0 8 - - - - - - -

9 * 11 2 2 1 4 2 0 9 * 24 0 11 2 1 11 1

10 * 17 0 8 1 2 5 0 10 14 0 6 2 1 6 1

11 - - - - - - - 11 * 4 0 1 2 4 1 0

12 6 2 0 0 1 0 0 12 * 20 0 7 6 4 15 2

13 0 0 0 0 2 0 0 13 - - - - - - -

14 8 0 3 2 3 8 4 14 - - - - - - -

0 0

93 7 28 16 20 36 18 101 2 36 23 19 45 8

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト

Copyright(c) 2011 Yuzo Kosaka All Rights Reserved Vol.007a

コーチコーチ 佐々木 信吾

山梨 歩

鶴田 美勇士

矢島 達也

竹田 寛人

瀧澤 賢志

笹倉 怜寿

石井 聖大

入野 貴幸

林 瑛司

松本 陵雅

須崎 虎太郎

小室 望海

斉藤 大輔

金久保 翔

畑澤 大地

鈴木 尚輝

髙橋 亮

河村 航亮

合計

戦　　評

記載者 大久保　千万太 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

伊藤 秀太

盛實 海翔

No. 20B-1 日時：

選　手　氏　名

長谷川 暢

荒木 直

○堀内　純（愛媛）

那須　弘幸（和歌山）

中村 碧杜

選　手　氏　名

競技記録

秋田 長野93 101

2014年10月20日(月) 会場： 長崎県立総合体育館10:00

少年男子３回戦

主審

副審

●

３回戦、秋田県対長野県。秋田県はマンツーマン、長野県はゾーンプレスからゾーンでスタート。試合序盤は両

チーム一進一退の展開で進むが、秋田県が＃４や＃１０の速攻での得点でリードを奪う。対する長野は、＃９のリ

バウンドシュートと＃１２のジャンプシュートなどで攻撃を展開していき、１Ｑを１９－２３で終える。２Ｑ、開始２分で２

３－２３の同点となり、その後も秋田県は＃４の３Ｐと速攻、長野県は＃１０と＃１２のリバウンドシュートなどで残り

３分までお互い譲らない展開が続く。残り３分から長野県はディフェンスをマンツーマンに変えるが大きく流れは変

わらず、２Ｑを４５－４１の秋田県４点リードで前半を終える。３Ｑから長野県は秋田県の＃４をフェイスガードし、

徐々に流れを引き寄せ残り３分に逆転する。その後も長野県が優位に試合を進め、６５－７３の長野県８点リード

で最終Ｑへ。４Ｑ、秋田県はオールコートのプレスディフェンスに変え反撃を試みるが長野県の勢いは止まらず、残

り６分長野県＃１２のミドルシュートが決まりリードが１２点に広がったところで秋田県はタイムアウト。その後も長野

県は勢いに乗り、残り４分で１６点差をつける。残り４分で秋田県もオールコートのディフェンスから流れを引き寄せ

＃４のバスケットカウントで８２－９０と８点差まで詰め寄る。さらに、残り１分＃７の３Ｐで２点差に迫る。しかし、最

後は長野県が＃９と＃４の１対１で得点し、１０１－９３で長野県が勝利を収めた。
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Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

17 － 29
16 － 29
17 － 17
16 － 24

－

新潟 茨城
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 4 0 2 0 1 4 2 4 * (C) 10 2 2 0 1 2 1

5 * 5 0 2 1 4 3 4 5 * 7 1 2 0 2 3 4

6 5 1 1 0 1 1 1 6 9 0 4 1 1 9 2

7 2 0 1 0 2 1 0 7 2 0 1 0 0 0 1

8 * 24 0 12 0 2 10 3 8 19 3 5 0 1 3 2

9 * 17 0 8 1 4 12 0 9 * 24 4 5 2 0 4 3

10 0 0 0 0 2 6 1 10 8 2 1 0 0 1 0

11 * 0 0 0 0 1 1 0 11 0 0 0 0 0 0 0

12 2 0 1 0 0 1 1 12 0 0 0 0 0 0 1

13 0 0 0 0 1 0 1 13 * 18 1 7 1 1 6 0

14 7 1 2 0 0 0 0 14 * 2 0 1 0 2 7 1

0 0

66 2 29 2 18 39 13 99 13 28 4 8 35 15

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト

Copyright(c) 2011 Yuzo Kosaka All Rights Reserved Vol.007a

コーチコーチ 中屋 廣昭

本村 亮輔

青木 裕哉

軍司 泰人

野口 勇樹

松脇 圭志

山﨑 純

杉本 天昇

佐藤 豊文

菅原 暉

松本 紘希

平岩 玄

高橋 浩平

刘 子澍

五十嵐 泰心

杉谷 礼智

澤井 大輝

黒田 将弘

高橋 陸

合計

戦　　評

記載者 岸川　健太 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

広井 夢輝

渡辺 大我

No. 20B-2 日時：

選　手　氏　名

田中 功平

原 健太朗

○安西　郷史（埼玉）

安藤　剛（大分）

高橋 悠樹

選　手　氏　名

競技記録

新潟 茨城66 99

2014年10月20日(月) 会場： 長崎県立総合体育館11:45

少年男子３回戦

主審

副審

●

３回戦、新潟県対茨城県。新潟県ゾーンディフェンス、茨城県マンツーマンでスタート。新潟県は＃８、＃９を中心に

オフェンスを展開して点を取りに来る。一方、茨城県は新潟県の高さを活かしたゾーンディフェンスを逆手に取るか

のようにアウトサイドから＃４、＃８、＃９が３Ｐを連発し、序盤からリードを奪い２９－１７茨城県リードで１Ｑ終了。２

Ｑ、新潟県は＃８、＃９の高さを活かしたオフェンスを展開し反撃を試みる。対する茨城県は多彩なパスワークで

ノーマークを作り出し＃８、＃９、＃１３が３Ｐを決め点差を広げ、５８－３３茨城県リードで２Ｑ終了。３Ｑ、開始２分、

新潟県は＃９の連続シュート、＃８から＃４への華麗な合わせで応戦する。一方、茨城県は大量リードで余裕を

持ったオフェンスを展開し、７５－５０茨城県が大量リードで３Ｑ終了。４Ｑ、新潟県は＃８から＃５への合わせから

ファウルを貰いバスケットカウントワンスローを決め反撃に出るが、茨城県の勢いは止まらない。中、外とバランス

よくオフェンスを展開した茨城県が勝利を掴んだ。点差を付けられながらも最後まで勝負を諦めなかった新潟県選

手団の健闘を讃えたい。
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